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(57)【要約】
【課題】大地中に埋設されたタンク容器の周囲の水や空
気の有無に影響されず、２５分程度の時間で、漏洩孔の
大きさを的確に測定検査する手段で、従来の一個当り８
０分から２００分程度の検査時間が必要で、この時間で
複数のタンクを検査する必要があり、検査が終了迄のガ
ソリンスタンドの営業が停止する時間を大幅に短縮し、
検査作業経費も大幅に低減するガソリンスタンド地下タ
ンク容器の漏洩検査方法。
【解決手段】被測定タンク容器の外郭を構成する材料の
固体内部を、漏洩振動の伝播通路として、漏洩孔の振動
を検出する機能を有する固体内部伝播振動検出センサー
を用いる事で、タンク容器の外部に存在する空気や水な
どの影響と、タンク容器の内容物の影響を全く受けず、
漏洩孔の大小と関係が深く、忠実な漏洩振動信号が得ら
れ、振動信号の大きさから、２５分程度の時間で、漏洩
孔の大きさを検査する方法である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　図１のように、タンク容器４の外郭５を構成する材料の固体内部を振動の伝播通路とし
て、漏洩孔の振動を検出する機能を有した固体内部伝播振動検出センサー１を用いる特徴
により、被測定タンク容器の外郭５にある漏洩孔６から発生する漏洩振動の一部をタンク
容器外郭５を構成する材料の固体内部を伝播する固体内部伝播漏洩振動７として抽出し、
これを漏洩信号とする特徴を得る事と、被測定タンク容器４の内部に、水位測定手段の設
置を必要としない特徴とを有し、信号を処理する演算処理を含む電気信号処理部２と、減
圧手段３が付随した方法によるガソリンスタンドの地下タンク容器の漏洩検査機と漏洩孔
測定機。
【請求項２】
　請求項１の方法に、図２のように、大地のノイズ振動を除去する為の大地ノイズ検出手
段８と、タンク容器４の内部振動ノイズを除去する為の容器内部ノイズ検出手段９を必要
に応じ付加したガソリンスタンドの地下タンク容器の漏洩検査機と漏洩孔測定機。
【請求項３】
　請求項１、又は、請求項２に、現行の法定で認可されている方法に適合さる目的で、図
３のように、水位検出手段１０と、聴音検出手段１１を一時的に付加したガソリンスタン
ドの地下タンク容器の漏洩検査機と漏洩孔測定機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガソリンスタンドの地下に埋設される危険物貯蔵タンク容器の法定で定める
漏洩検査の方法に関するものである。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋
【背景技術】
【０００２】
　特許公開２００５－２６５４６９号広報では、容器内部の気圧を減圧する事で容器に収
容される液体内に空気が進入し、気泡となって破裂する振動を加速度センサーで捉える方
法が採用されていますが、気泡が破裂する振動の大きさと漏洩孔の大きさの直接的な関係
が薄くなる欠点と、容器内にガソリンや水などの液体が入っている事が必要である欠点と
、大地中に埋設されたタンク容器の漏洩孔周辺に雨水や地下水が滞留している場合は、水
が容器内に浸入し、気泡による破裂が存在せず、測定、検査が不可能となる欠点がありま
す。
　従って、この方法でも、法定で定める漏洩検査に於いては、別途、タンク容器内の水位
上昇を検出する方法を設置し、併用する必要がありますが、水位上昇を検出する方法は、
タンク容器一個に付き８０分から１８０分以上の検査時間を必要とし、長時間が必要とな
る事が大きな問題として残されています。
【０００３】
　特許公開２００６－２９８３５号広報では、上記の気泡が破裂する振動を捉える方法の
欠点を除く方法として、水が容器内に浸入する時の流入音を検出する方法が採用されてい
ます。この聴音による方式でも、水が容器内に浸入する時の流入音を検出するのはＳ／Ｎ
比が悪化し困難である欠点と、埋設されたタンク容器の漏洩孔の周辺に水が滞留せず、空
気が存在する場合の空気流入時の振動で、液体中を伝播するものは気泡の破裂によるもの
が殆どで（タンク容器内には、収容物であるガソリンなどの液体が入っている）、前記方
法と同様の欠点とが残されています。
　従ってこの方法でも、法定で定める漏洩検査に於いては、別途、タンク容器内の水位上
昇を検出する方法を設置し、併用する必要がありますが、水位上昇を検出する方法は、タ
ンク容器一個に付き８０分から１８０分以上の検査時間を必要とし、長時間が必要となる
事が大きな問題として残されています。
【０００４】
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　以上のように、ガソリンスタンド地下タンクの法定で定める漏洩検査に於いては、タン
ク容器一個に付き８０分から１８０分以上の検査時間を必要とし、この時間で複数の地下
タンクの検査が完了するまで、ガソリンスタンドの営業を停止する必要がある問題が発生
し、正確な測定、検査が可能で、検査時間の短縮も可能である忠実度の高いガソリンスタ
ンドの地下に設置されるタンク容器の漏洩検査方法が求められています。
【特許文献１】特開２００５－２６５４６９号広報
【特許文献２】特開２００６－２９８３５号広報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　大地中に埋設されたタンク容器の周囲の水や空気の有無に影響されず、２５分程度の時
間で、漏洩孔の大きさを的確に測定検査する手段で、従来の一個当り８０分から２００分
程度の検査時間が必要で、この時間を用いて複数のタンクを検査する必要があり、検査が
終了する迄のガソリンスタンドの営業が停止する時間を大幅に短縮し、検査作業経費も大
幅に低減できるガソリンスタンド地下タンク容器の漏洩検査方法を開発する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　被測定タンク容器の外郭を構成する材料の固体内部を、漏洩振動の伝播通路として、漏
洩孔の振動を検出する機能を有した固体内部伝播振動検出センサー１を用いる事で、タン
ク容器の外部に存在する空気や水などの影響と、タンク容器の内容物の影響を全く受けず
、漏洩孔の大小と関係が深く、忠実な漏洩振動信号が得られるので、２５分程度の時間で
、漏洩孔の大きさを的確に測定、検査する事が可能となる。
【発明の効果】
【０００７】
　大地中に埋設された貯蔵タンク周囲の水や空気の有無に影響を受けず、またタンク容器
内容物の液体や空気など中間媒体の悪影響を受けず、漏洩孔の振動に忠実な振動情報が得
られ、２５分程度の時間で、信頼性の高いガソリンスタンドの地下タンク容器の漏洩検査
を行う方法である。
　従来の一個当り８０分から２００分程度の検査時間が必要で、この時間で複数のタンク
を検査する必要があり、検査が終了する迄のガソリンスタンドの営業が停止する時間を大
幅に短縮し、検査作業経費も大幅に低減できるガソリンスタンド地下タンク容器の漏洩検
査方法である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１の様に、固体内部伝播振動検出センサー１を、被測定物であるガソリンスタンドの
地下タンク容器４を構成するタンク容器外郭５の一部に取り付け、電気信号処理部２と、
タンク容器４の内部を減圧する減圧手段３とで構成する。
【０００９】
　タンク容器４を密閉し、減圧手段３で、タンク容器の内部を減圧する事により、タンク
容器の外郭５の一部に漏洩孔６がある場合、漏洩孔６周辺のタンク容器外部に存在する空
気や滞留する水（雨水や地下水など）が、漏洩孔６を通過してタンク容器の内部に侵入す
るが、その時、漏洩孔６が存在する漏洩孔周辺のタンク容器外郭５が振動し、タンク容器
外郭５を構成する材料の固体内部を振動が伝播する。
　この振動を固体内部伝播漏洩振動７として、固体内部伝播振動検出センサー１を用いて
検出し、測定、検査するものである。
【００１０】
　タンク容器外郭５の材料固体の内部を振動の伝播通路として用いる事で、漏洩孔の外部
に存在する、空気や水の有無に関係なく、又、タンク容器内の収容物である液体や空気を
媒体とする場合の信号情報の劣化などの悪影響は全く受けず、漏洩孔６を構成しているタ
ンク容器外郭５の振動を、直接、検出する手段を用いているので、漏洩孔の振動の情報が
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正確であり、硬度の高い材料による固体内部の振動伝播は、信号の劣化が少なく、電気信
号処理部２による処理も、振動レベルの大きさから判別は容易である。
　実験によれば、２０～２５分程度の時間で、直径０．３ｍｍ以下の漏洩孔でも検出が可
能である事が解った。
【００１１】
　図２は、大地ノイズ検出手段８と容器内部ノイズ検出手段９を追加した実施例である。
　図３は、現行の法定で認可されている方法に適合さる為に、水位検出手段１０と聴音検
出手段１１とを追加した実施例であり、本発明の方法が法定で、新たに認可される迄の期
間は、従来方法で検査をし、本発明の方法は実験的に用いて性能評価と実績を深める目的
のものである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例に於ける最良の形態、及び、本発明で説明する固体内部伝播漏動７の発生
と伝播する様子である。
【図２】大地ノイズ検出手段と容器内部ノイズ検出手段を追加した実施例である。
【図３】現行の法定で認可されている方法に適合させる目的で、水位検出手段と聴音検出
手段を追加した実施例である。
【符号の説明】
【００１３】
　１　固体内部伝播振動検出センサー
　２　電気信号処理部
　３　減圧手段
　４　被測定タンク容器
　５　タンク容器外郭
　６　漏洩孔
　７　固体内部伝播漏洩振動
　８　大地ノイズ検出手段
　９　容器内部ノイズ検出手段
１０　水位測定手段
１１　聴音測定手段
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